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資料 5 

平成 27 年 10 月 27 日 

クレジットの需給量推計結果（速報）について 

 

１ 今回の推計の目的 

○今年 8 月に実施したアンケートで判明した最新の事業者の意向をもとに、クレジット

の販売意向を集計 

○クレジット需要量については、平成 25 年度の排出実績が継続するとして算出（今年度

6 月の排出量取引セミナーで公表した需給量推計に使用したデータと同じ）。 

 

２ 推計結果 

 太字部分が今回の新たな集計数値 

(1) 第一計画期間（整理期間）                    単位：万 t-CO２ 

項目 説明 H27.6 発表 今回集計 

クレジットの

需要見込量 

第一計画期間の義務履行に

際してクレジットの購入等

が必要となる量 

約 20～30 

超過削減量の

発行見込量 

第一計画期間中に発行され

うる超過削減量の総量 
約 953 

超過削減量の

供給見込量 

超過削減量の発行見込量の

うち取引の対象となる量

（うち、積極的な販売意向

のある量） 

約 154(35) 約 127(52) 

 

 (2) 第二計画期間※（参考） 

項目 説明 H26.6 発表 今回集計 

クレジットの

需要見込量 

第二計画期間の義務履行に

際してクレジットの購入等

が必要となる量 
約 75～105 

第一期からの

バンキング見

込量 

第一計画期間に義務充当さ

れずにバンキングされる量 

（うち、第二期自己利用量） 

約 925～935 

（約 25） 

第二期超過削

減見込量 

第二計画期間に新たに発生

する超過削減量 
約 575 

失効する第一期

ｸﾚｼﾞｯﾄ見込量 

有効期限経過により失効する

第一計画期間のクレジット量 
約 770～810 

 ※今回のアンケートが反映されている箇所はなし。 
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(3)超過削減量の販売意向                      単位：万 t-CO２ 

         意向 

 

 時期 

積極的 

販売 
要請が 

あれば 

価格 

次第 

販売す

る意向

はない 

未定 その他 総計 

既に実績あり 6 37      4  1 48 

2015年度に 25 23 6     
 

54 

2016年 4月～2016 年
9月 

21 1 3   
  

25 

バンキングし、第二期
の義務履行が確実に
なってから 

15 38 15  25 67 6 166 

未定 18 12 4 49 220 3 306 

総計 85 111 28 74 291 10 599 

 

   「第一計画期間（整理期間）中に」「積極的に」販売するとされたのは 52 万 t-CO2 

      （H27.6 排出量取引セミナー発表では 35 万 t-CO2） 

 

    第一計画期間超過削減量の発行見込量のうち 

第一計画期間整理期間中に取引の対象となる量（127 万 t-CO2） 

     （H27.6 排出量取引セミナー発表では 154 万 t-CO2） 

 

（参考：H27.6 排出量取引セミナー発表の図）            単位：万 t-CO２ 

         意向 

 

 時期 

積極的 

販売 

要請が 

あれば 

価格 

次第 

第一期

は売ら

ない 

未定 その他 

見積受

付登録

利用 

総計 

既に実績あり 1 1           2 

見積受付登録利用             2 2 

2014年度に 29 61 14     4   108 

整理期間に 5 27 6   3 1   42 

第二期の義務履行が
確実になってから 

1 21   77 45 22   166 

未定 3 14 1 17 248 1   284 

販売予定なし       87 8 2   97 

総計 39 124 21 181 304 30 2 701 


